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はトーテミズム名残一一旗竿の象形と解され，その字形は「φj と，c$.J の二種類がある。そして， ，φ」と「φJ か
らは如何にして，中正の概念が形成に至ったのかについて，代表的な説は目印説，日陰説，射鞠・盛器説が挙げられ
る。そこで，宗教的神和の立場から中正の概念の成り立ちを考察してみた。旗 (φ ・ φ) の真ん中を貫く縦線を神と
人間を結ぶ，形而下の宇宙軸として，守護霊は， I J を伝わって降下し， ，oJ で示す区域を依代とするものと考えて
みた。それによって，従来の三説の統ーを図ろうとした。旗という移動式の宇宙軸は，古代の人々にとって旗はカオ
スからの脱出であると同時にコスモスを確立し，人々の精神世界を組織化，秩序化させ，霊の存在を身近に実感でき








































































よりつつ数概念を分析し，第三章では， I三J ときわめて重要な関係を持つ「中」の概念，第四章では， I三J の展開
の形である天・地・人を解明し，第五章では，中国の神話伝説から三極構造をとき，第六章では「古事記」などにみ
られる日本文化内の「三」の位相を，老荘思想の「無j や河合隼雄氏の「中空構造論J との対比を中心に論じている。
本論文は，きわめて自然な日本語によりつつ，全体の構成がきわめて堅固に構築されている。各章の結論は，おお
むね資料を充分に読みこんだ上で出されており，説得力に富むものとなっている。
もちろん，本論文にはいくつかの欠点もある。主なものは，その視野がどうしても中国，日本といった東アジアに
限定され，西洋への目くばりが乏しく，結論の普遍性があいまいなこと，また先行研究への言及に著者の評価が入ら
ず，その結果，著者自身の見解が時にははっきりしないことなど。
しかし，全体としていえば，本論文は，これまで限られた中国古代哲学研究の中でたまに言及されるにすぎなかっ
た「三J の持つ意味あいを全く新らしい視野から再解釈することに成功しており，今後の研究者が必らず参照すべき
すぐれた研究であることは疑いなしヨ。審査委員会は本論文が学位請求論文として充分価値あるものと認定するもので
ある。
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